
平成26 第１回住みやすい安渡をつくる会
（安渡地 議会）

３ デザインノート

１．デザインノートの策定経緯

２．デザインノートの内容

３． 日の の



１．安渡地区デザインノート策定経緯

� 2013 3月14日
第１回地区別ワーキング会議

� 2013 6月26日
第２回地区別ワーキング会議

� 2013 10月17日
第３回地区別ワーキング会議

� 2013 11月23日
地区別ワーキング会議
個別開催①

� 2013 12月6日
地区別ワーキング会議
個別開催②

� 2013 12月19日
第4回地区別ワーキング会議



� 2013 2月23日
第１回安渡 ワークショップ
（旧安渡小学校講堂）

� 2013 7月13日 ７月１５日
安渡 座談会

� 2013 7月28日
第２回安渡 ワークショップ
（旧安渡小学校講堂）

� 2013 11月11日、１２月５日
第1回・第２回
安渡小学校で残すものを考える会
（旧安渡小学校講堂）

デザイン会議 の会議で いた も しています。



２．安渡地区デザインノート



１．デザインを考えた主な場所

大徳院

二渡神社

港

・ ー

古学校

大仏様

広場①

広場②

広場④

広場③



２．旧県道のデザイン

二渡神社

広場②

広場④

広場①

● ねらい
（１）桜並木の中を気持ちよく歩ける遊歩道にする
（２）お祭りや避難時に使えるスペースをとる
（３） 道の 害公 で らしい 並 をつくる



２．旧県道のデザイン



２．旧県道のデザイン

植栽と緑道 歩道 道 歩道 住産業エリア

6.0m 2.5m3.0m〜約15.0m



３．広場① 湧き水広場（仮称）のデザイン

● ねらい
（１）自噴井を活かした休憩スポットをつくる
（２）ゲートボールのコートを確保する
（３）避難のための階段をつくる
（４）大 の の に、海が える場所をつくる

大仏様の尾根

ゲートボール
コート

あずまや＋自噴井

むかし、安渡にあった水舟

あずまやのイメージ

避難階段
や ら

湧き水広場（仮称）湧き水広場（仮称）湧き水広場（仮称）湧き水広場（仮称）



４．広場② に も い広場・ を る のデザイン

イベントができる大きな広場
観客席になる斜面

海を眺めるベンチ
組合神社の再建

桜の森

● ねらい
（１）海づくり公園でやっていた大型イベントの会場
（２）海につながる遊歩道をつくる
（３）海を眺める場所をつくる

海につながる遊歩道

海に最も近い広場（仮称）海に最も近い広場（仮称）海に最も近い広場（仮称）海に最も近い広場（仮称）

海を見る高台（仮称）海を見る高台（仮称）海を見る高台（仮称）海を見る高台（仮称）

海に最も近い広場（仮称）海に最も近い広場（仮称）海に最も近い広場（仮称）海に最も近い広場（仮称）

海を見る高台（仮称）海を見る高台（仮称）海を見る高台（仮称）海を見る高台（仮称）



５．安渡小の坂道 ＆ 広場③ 新すりきず広場（仮称）のデザイン

二渡神社

旧安渡小学校

消防屯所

● ねらい（坂道）
（１） な避難 なので、 の り てに
（２）歩道は東側にし、すりきず広場に きやすくする
（３） にここが避難 であると かる け

● ねらい（広場）
（１）子どもが思う存分遊べる場所に

（かけっこ・生き物観察・遊具遊びなど）
（２）避難時に を り てできるようにする

・歩道は東側
・歩 道の は段差なし

の り て
せせらぎ



５．安渡小の坂道 ＆ 広場③ 新すりきず広場（仮称）のデザイン

道 歩道 住住

6.0m 2.5m



６．広場④ 表参道広場（仮称）のデザイン

● ねらい
（１）神輿や伝統芸能がやりやすいように

障害物や段差を少なくする
（２）祭りの時は、交差点と一体に使えるようにする
（３）普段は散歩の休憩ポイント＆子どもの遊び場
（４）昔の参道なので、風格と参道らしいデザインを

二渡神社
古学校

広場③

表参道広場（仮称）表参道広場（仮称）表参道広場（仮称）表参道広場（仮称）

昔の参道のラインを道状に残す
お祭りの時は めにして交差点と一体で使える



（参考）古学校の坂道のイメージ①（防 の ）

歩道が広く える ーン
（イメージ歩道）



（参考）古学校の坂道のイメージ②（ の ）

歩 の 気が大



７．全体像

大徳院

二渡神社

港

・ ー

古学校

大仏様

広場①

広場②

広場④

広場③



３． 日の の

デザインノートをみて、安渡のまち、空間、施設
について、 を し いましょう

い （ い ）、 す き （ い ）、
（ い ）を いて、大 に りま

しょう。

日 、 の を し うと まで
ます。


